
 
 

     

令
和
７
年
１
月

26

日
、
Ｍ
Ｃ 

Ｌ
盛
岡
医
療
大
学
校
に
て
同
窓

会
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

松
岡
靖
副
校
長
の
挨
拶
で
開

会
、
佐
々
木
智
章
（
１
期
生
：

Ｍ
Ｃ
Ｌ 

盛
岡
医
療
大
学
校
職

員
）
を
議
長
と
し
て
⑴
役
員
選

出
⑵
同
窓
会
会
則
の
施
行
に
つ

い
て
⑶
今
後
の
活
動
計
画
案
が

審
議
さ
れ
た
。
今
後
の
活
動
に

つ
い
て
は
、
大
枠
が
あ
っ
た
方

が
わ
か
り
や
す
い
。
親
睦
が
メ

イ
ン
な
ら
体
育
大
会
の
参
加
も

良
い
。
学
識
の
向
上
や
ス
キ
ル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

創立
20 周年同窓会設立!
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第
１
号
発
刊
に 

よ
せ
て 

Ｍ
Ｃ
Ｌ
盛
岡
医
療
大
学
校

（
旧
校
名
：
盛
岡
医
療
福
祉
専

門
学
校
）
に
柔
道
整
復
学
科
・

鍼
灸
学
科
が
設
立
さ
れ
て

20

周

年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年

に
同
窓
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た

こ
と
を
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

本
校
は
、
盛
岡
医
療
福
祉
ス

ポ
ー
ツ
専
門
学
校
、
盛
岡
看
護

医
療
大
学
校
と
校
名
の
変
遷
を

遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

 

副
校
長 

松
岡 

靖 

し
か
し
、
そ
の
歩
み
の
中
で
、

開
校
以
来
の
「
学
生
が
主
人

公
」
と
い
う
理
念
と
、
伝
統
医

療
の
灯
を
次
世
代
へ
繋
ぐ
と
い

う
使
命
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

設
立
以
来
、
令
和
７
年
３
月
卒

業
の
第

17

期
生
ま
で
、
多
く
の

優
秀
な
人
材
を
輩
出
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
日
、
皆
さ
ん
が

各
地
で
地
域
の
健
康
を
支
え
る

「
癒
や
し
の
手
」
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
校
に

と
っ
て
最
大
の
誇
り
で
す
。 

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
絶
え

ず
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
患
者

様
に
寄
り
添
う
志
は
不
変
で

す
。
こ
の
同
窓
会
が
、
卒
業
生

同
士
の
研
鑽
と
交
流
の
場
と
な

り
、
母
校
と
の
絆
を
深
め
る
礎

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま

せ
ん
。 

 

皆
さ
ん
の
更
な
る
飛
躍
と
、
同

窓
会
の
末
永
い
発
展
を
祈
念

し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

     

開
校
以
来
初
の 

 

同
窓
会
を
設
立 本館 5 階で開催された同窓会総会の様子 
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り
上
が
り
。
学
科
や
卒
業
年
度

の
垣
根
を
越
え
て
チ
ー
ム
で
正

解
を
喜
び
合
う
姿
が
見
ら
れ
、

会
場
の
一
体
感
が
高
ま
り
ま
し

た
。 

最
後
は
、
年
代
や
職
場
の
枠
を

超
え
た
活
発
な
情
報
交
換
が
行

わ
れ
、
医
療
の
道
を
志
し
た
仲

間
と
し
て
の
絆
を
再
確
認
す
る

有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し

た
。
会
場
・
料
理
を
提
供
し
て

く
だ
さ
っ
た
菜
園
調
理
師
専
門

学
校
の
皆
様
、
そ
し
て
ご
参
加

い
た
だ
い
た
皆
様
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

   

令
和

7

年
度 

同
窓
会
の
皆
様
に

よ
る
行
事
協
力
の
ご
紹
介 

令
和

7

年
度
、
同
窓
生
の
皆
様

に
は
母
校
の
教
育
活
動
お
よ
び

行
事
運
営
に
対
し
、
多
大
な
る

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

本

年
度
の
主
な
活
動
実
績
を
以
下

の
通
り
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

■ 
体
育
大
会 

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
競
技
へ 

向
上
の
面
で
は
、
幅
を
広
げ
接

骨
院
や
鍼
灸
院
の
経
営
セ
ミ
ナ

ー
の
よ
う
に
、
現
場
で
学
ん
で

き
た
こ
と
を
Ｏ
Ｂ
の
人
た
ち
へ

伝
達
共
有
し
、
現
場
の
楽
し
さ

や
工
夫
・
制
度
な
ど
を
在
校
生

に
伝
え
る
機
会
が
増
え
れ
ば
良

い
。
な
ど
の
意
見
や
ア
イ
デ
ィ

ア
が
活
発
に
出
さ
れ
た
。 

そ
の
後
役
員
紹
介
（
こ
の
日
、 

会
長
の
鈴
木
氏
は
ぎ
っ
く
り
腰

の
影
響
で
欠
席
）
が
行
わ
れ
、

最
後
に
加
納
舞
鍼
灸
学
科
学
科

長
よ
り
「
今
後
の
教
育
活
動
に

お
い
て
同
窓
会
で
活
躍
す
る

様
々
な
先
生
方
の
お
知
恵
を
拝

借
で
き
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
」
と
閉
会
の
挨
拶
を
行
っ

た
。 

そ
の
後
開
催
さ
れ
た
親
睦
会
で

は
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
校
で
あ
る

「
菜
園
調
理
師
専
門
学
校
」
に

会
場
と
料
理
の
提
供
を
ご
協
力

い
た
だ
く
と
い
う
、
特
別
な
形

式
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

会
場
に
は
、
遠
方
よ
り
お
越
し

い
た
だ
い
た
卒
業
生
の
皆
様
を

は
じ
め
当
時
お
世
話
に
な
っ
た 

恩
師
の
先
生
方
に
も
多
数
ご
臨

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
懐
か
し

い
顔
ぶ
れ
が
一
堂
に
会
し
、
会

場
は
終
始
温
か
い
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。 

本
会
の
大
き
な
楽
し
み
と
な
っ

た
の
は
、
菜
園
調
理
師
専
門
学

校
が
腕
を
振
る
っ
た
「
豪
華
な

料
理
」
の
数
々
で
す
。
グ
ル
ー

プ
校
の
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

に
よ
る
本
格
的
な
美
食
が
テ
ー

ブ
ル
を
彩
り
、
参
加
者
か
ら
は

「
美
味
し
い
！
」
と
感
嘆
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。 

 

余
興
の
「
ク
イ
ズ
大
会
」
で

は
、
豪
華
景
品
を
か
け
て
大
盛

り
上
が
り
。
学
科
や
卒
業
年
度

の
垣
根
を
越
え
て
チ
ー
ム
で
正

解
を
喜
び
合
う
姿
が
見
ら
れ
、

会
場
の
一
体
感
が
高
ま
り
ま
し

た
。 

最
後
は
、
年
代
や
職
場
の
枠
を

超
え
た
活
発
な
情
報
交
換
が
行

わ
れ
、
医
療
の
道
を
志
し
た
仲

間
と
し
て
の
絆
を
再
確
認
す
る

有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し

た
。
会
場
・
料
理
を
提
供
し
て

く
だ
さ
っ
た
菜
園
調
理
師
専
門

学
校
の
皆
様
、
そ
し
て
ご
参
加

い
た
だ
い
た
皆
様
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

同
窓
生
だ
よ
り 

  
 

同
窓
会
役
員
名
簿
一
覧 

会
長 

 

鈴
木 

敬
太 

副
会
長 

佐
々
木 

智
章 

佐
々
木 

一
雅 

片
方 

郁
太 

幹
事
（
学
外
） 

 

柔
道
整
復
学
科 

小
野
寺 

洋
太 

多
田 

夏
海 

鍼
灸
学
科 

田
屋 

寛
和 

吉
田 

華
子 

幹
事
（
学
内
） 
 

幹
事
長 

佐
々
木 

香
奈 

菅
原 

め
ぐ
み 

参
与 

松
岡 

靖 

加
納 

舞 

監
事 

熊
谷 

佳
奈
子 

鈴
木 

星
子 
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の
積
極
的
な
参
加
を
い
た
だ
い

た
ほ
か
、
専
門
知
識
を
活
か
し

た
「
救
護
ス
タ
ッ
フ
」
と
し
て

も
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
学
生
た
ち
が
安
心

し
て
競
技
に
打
ち
込
め
る
環
境

を
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

↓

テ
ー
ピ
ン
グ
を
行
う
小
玉
先
生 

 

■ 

就
職
フ
ェ
ス
タ
（
経
営
セ
ミ
ナ
ー
） 

キ
ャ
リ
ア
支
援
の
一
環
と
し
て

開
催
さ
れ
た
「
就
職
フ
ェ
ス

タ
」
に
て
、
開
業
の
た
め
の
経

営
セ
ミ
ナ
ー
を
担
当
い
た
だ
き

ま
し
た
。
業
界
の
第
一
線
で
活

躍
す
る
先
輩
方
か
ら
の
実
践
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
こ
れ
か
ら

社
会
に
出
る
学
生
た
ち
に
と
っ

て
大
変
貴
重
な
学
び
と
な
り
ま

し
た
。 



■ 

卒
業
生
座
談
会 

在
校
生
と
の
交
流
の
場
と
し
て

座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
「
先

輩
に
聞
く
！
開
業
へ
の
道
」
と

題
し
、
臨
床
現
場
で
の
経
験
談

や
、
学
生
時
代
の
勉
強
方
法
な

ど
、
卒
業
生
な
ら
で
は
の
視
点

で
語
ら
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、

学
生
た
ち
の
将
来
像
を
具
体
化

さ
せ
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。 

■ 

第
２
回
同
窓
会
総
会 

第
２
回
目
と
な
る
総
会
が
無
事

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
内
容

と
し
て
は
、
年
間
予
算
計
画
と

そ
れ
ま
で
の
決
算
報
告
。
同
窓

生
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
深

め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
母
校

支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

■ 

柔
道
大
会 

体
育
大
会
同
様
、
医
療
専
門
職

と
し
て
の
知
識
を
活
か
し
、
大

会
中
の
救
護
活
動
を
全
面
的
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
い
た
だ
き
ま
し

た
。↓

救
護
で
処
置
を
行
う
藤
平
先
生 

 

■
盛
医
伝
統
医
学
会
（
卒
業
生
発
表
） 

学
術
研
鑽
の
場
で
あ
る
本
学
会

に
お
い
て
、
卒
業
生
に
よ
る
研

究
発
表
と
し
て
「
接
骨
院
・
鍼

灸
院
に
お
け
る
構
造
医
学
の
施

術
に
つ
い
て
」
（
舘 

康
央 

先

生
）
、
「
認
知
症
に
対
す
る
鍼
灸

施
術
（
三
焦
鍼
法
）
の
１
症

例
」
（
鈴
木 

敬
太 

先
生
）
を
発

表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

発
表
は
臨
床
現
場
で
の
知
見
に

加
え
、
実
技
披
露
を
交
え
て
、 

最
前
線
で
活
躍
す
る
先
輩
方
の

熱
心
な
解
説
に
、
学
生
に
と
っ

て
非
常
に
有
意
義
な
研
鑽
の
場

と
な
り
ま
し
た
。 

  

■
そ
の
他
の
活
動 

上
記
の
定
期
行
事
に
加
え
、
年

間
を
通
じ
て
開
催
さ
れ
た
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て

も
、
「
体
験
授
業
」
の
講
師
や
サ

ポ
ー
ト
を
担
当
い
た
だ
き
ま
し

た
。
母
校
の
魅
力
を
志
願
者
に

直
接
伝
え
る
役
割
を
担
っ
て
い

た
だ
き
、
入
試
広
報
活
動
へ
の

多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
現
場
等

に
お
け
る
ト
レ
ー
ナ
ー
活
動
の

見
学
機
会
も
提
供
い
た
だ
き
ま

し
た
。
現
場
の
空
気
感
や
プ
ロ

と
し
て
の
振
る
舞
い
を
間
近
で

学
ぶ
機
会
は
、
学
生
に
と
っ
て 

 

何
物
に
も
代
え
が
た
い
経
験
と

な
り
ま
し
た
。 

同
窓
会
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
に
よ
り
、
本
年
度
の
行
事
も

実
り
多
き
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
と
も
、
母
校
の
発
展

と
後
輩
た
ち
の
育
成
に
変
わ
ら

ぬ
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

◆
『
今
年
度
、
行
事
協
力
い
た

だ
い
た
同
窓
会
の
先
生
方
』 

小
玉
慧
作
先
生
（
柔
９
期
・
鍼

12

期
）
、
片
方
郁
太
先
生
（
柔

10

期
・
鍼

12

期
）、
片
方
百
華

先
生
（
柔

12

期
）
、
佐
々
木
一

雅
先
生
（
柔
鍼
３
期
）
、
小
野
寺

洋
太
先
生
（
柔

12

期
）
、
藤
平

優
也
先
生
（
柔
５
期
）
、
鈴
木
敬

太
先
生
（
鍼
７
期
）
、
舘
康
央
先

生
（
柔
５
期
）
、
吉
田
華
子
先
生

（
柔
鍼

13

期
）
順
不
同
。 

    

     

令
和

7

年
度
、
母
校
で
は
新
入

生
の
入
学
か
ら
専
門
技
術
の
習

得
、
地
域
連
携
、
そ
し
て
学
科

の
誇
り
を
か
け
た
競
技
大
会
ま

で
、
多
彩
な
行
事
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。 

学
生
た
ち
の
活
気
あ
ふ
れ
る
一

年
の
歩
み
を
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。 

《
主
な
行
事
・
学
生
活
動
》 

□
入
学
式 

今
年
度
の
入
学
式
は
、
Ｍ
Ｃ
Ｌ

専
門
学
校
グ
ル
ー
プ
全
体
で
盛

岡
駅
前
の
「
マ
リ
オ
ス
」
に
て

盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
医

療
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み

出
す
新
入
生
た
ち

５６

名
の
引
き

締
ま
っ
た
表
情
が
印
象
的
な
門

出
と
な
っ
た
。 

□
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦 

Ｍ
Ｃ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
合
同
で
清
掃

活
動
を
実
施
。
本
校
か
ら 

は
柔
道
整
復
・
鍼
灸
・
歯
科
衛 

生
・
看
護
の

4

学
科
が
参
加
し 
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学
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の
活
動 

↑好評だった吉田先生の「体験授業」 

↑発表を行う鈴木先生 



久
々
に
母
校
を
訪
ね
て
驚
く
は
、
事
務

局
の
お
姉
様
方
の
変
わ
ら
ぬ
元
気
な

姿
。
皆
さ
ん
一
度
は
叱
ら
れ
た
は
ず
。

一
方
で
、
よ
う
や
く
「
時
が
動
い
た
」

の
が
学
生
サ
ロ
ン
。 

我
々
が
在
学

中
、
あ
れ
ほ
ど
血
眼
に
な
っ
て
設
置
を

熱
望
し
た
「
電
子
レ
ン
ジ
と
ポ
ッ
ト
」

が
、
令
和
３
年
つ
い
に
降
臨
し
ま
し

た
。
令
和
に
な
っ
て
よ
う
や
く
「
熱
」

を
手
に
入
れ
た
学
生
サ
ロ
ン
。
母
校
の

進
化
は
、
ゆ
っ
く
り
で
す
が
着
実
で

す
。
母
校
を
訪
れ
る
際
は
、
ぜ
ひ
マ
イ

カ
ッ
プ
麺
を
持
参
し
て
、
あ
の
頃
叶
わ

な
か
っ
た
「
サ
ロ
ン
で
の
温
か
い
昼

食
」
を
リ
ベ
ン
ジ
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？ 

 
 

（
報
編
集
部
） 

ま
し
た
。
ゴ
ミ
拾
い
を
通
じ
た

地
域
貢
献
と
と
も
に
、
他
学
科

と
の
交
流
を
深
め
、
多
職
種
連

携
へ
の
意
識
を
高
め
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。 

□
体
育
大
会 

柔
道
整
復
・
鍼
灸
・
歯
科
衛
生

の

3

学
科
合
同
で
開
催
。
新
入

生
の
歓
迎
と
と
も
に
、
学
科
・

学
年
間
の
垣
根
を
越
え
た
団
結

力
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

□
盛
医
就
職
フ
ェ
ス
タ 

今
年
度
よ
り
初
め
て
本
校
を
会

場
と
し
て
開
催
。
実
技
体
験
ブ

ー
ス
で
は
学
生
が
プ
ロ
の
施
術

を
肌
で
感
じ
る
機
会
も
あ
り
、

「
経
営
セ
ミ
ナ
ー
（

3

年
生
対

象
）
」
と
あ
わ
せ
、
将
来
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
固
め
る
貴
重
な
場
と
な

り
ま
し
た
。 

 

 

□
柔
道
大
会
（
柔
道
整
復
学

科
）
ク
ラ
ス
対
抗
の

3

人
制
団

体
戦
、
お
よ
び
男
女
個
人
戦
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
優
勝
を
目

指
し
、
授
業
の
成
果
を
ぶ
つ
け

合
う
気
迫
あ
ふ
れ
る
大
会
と
な

り
ま
し
た
。 

□
経
穴
か
る
た
大
会
（
鍼
灸
学
科
） 

団
体
の
部
・
個
人
の
部
で
優
勝

を
争
い
ま
し
た
。
経
穴
知
識
の

正
確
さ
と
速
さ
を
競
い
な
が

ら
、
学
年
を
越
え
た
親
睦
を
深

め
る
ユ
ニ
ー
ク
な
学
び
の
場
と

な
り
ま
し
た
。 

□
伝
統
医
学
会 

鍼
灸
学
科
学
生
発
表
、
Ａ
Ｔ
部

活
動
報
告
か
ら
開
会
し
、
卒
業

生
発
表
を
各
学
科
卒
業
生
の
先

生
方
に
発
表
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

《
技
術
・
学
術
へ
の
取
り
組
み
》 

Ｋ
Ｔ
テ
ー
プ
特
別
講
習
：
企
業

の
協
力
を
得
て
、
両
学
科
の

2

年
生
が
受
講
。
臨
床
現
場
で
必

須
と
な
る
最
新
テ
ー
ピ
ン
グ
技

術
を
習
得
し
ま
し
た
。 

臨
床
現
場
で
必
須
と
な
る
最
新

テ
ー
ピ
ン
グ
技
術
を
習
得
し
ま

し
た
。 

 

東
洋
療
法
学
校
協
会
学
術
大

会
：
鍼
灸
学
科
の
学
生
が
日
頃

の
研
究
成
果
を
発
表
。
学
術
的

な
視
点
か
ら
東
洋
医
学
を
深
め

る
場
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
他
、
卒
業
生
の
先
生
方
が

活
躍
す
る
企
業
様
の
ご
協
力
を

得
て
、
特
別
講
習
や
授
業
を
多

数
行
い
ま
し
た
。 

《
地
域
・
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
活
動
》 

厚
沢
部
町
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
：
鍼
灸
学
科
２
・
３
年
生
の

有
志

7

名
が
北
海
道
厚
沢
部
町

を
訪
問
。
地
域
の
方
々
へ
の
健

康
教
室
な
ど
を
通
じ
、
学
外
で

の
実
践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
地
域
医
療
の
重
要
性
を

学
び
ま
し
た
。 

 

Ⅰ
Ｂ
Ｃ
ま
つ
り
等
イ
ベ
ン
ト
出

店
：
資
格
や
学
校
に
つ
い
て
幅

広
く
告
知
の
為
活
動
を
広
げ
て

い
ま
す
。 

 

ト
レ
ー
ナ
ー
活
動
見
学
：
卒
業

生
の
先
生
方
の
お
誘
い
で
希
望

者
が
地
域
チ
ー
ム
の
大
会
救
護

助
手
、
見
学
を
行
い
ま
し
た
。 

《
部
活
動
の
活
躍
》 

■
柔
道
部 

全
国
柔
道
整
復
学
校
協
会
柔
道

大
会
出
場
ほ
か
県
内
大
会
出
場 

■
Ａ
Ｔ
部 

盛
岡
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
等
多
数

マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
げ
ん
き
や
ブ

ー
ス
）
ブ
ー
ス
活
動
、
ス
ポ
少

チ
ー
ム
指
導 

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

東
北
専
門
学
校
大
会
出
場 
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